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x+

(

3
5

)2

=
2
5
+

9
25

=
19
25

.

両辺を 2乗の形にする：
(

x+
3
5

)2

=

√

19
25

2

=

(
√
19

5

)2

.

両辺を 2乗を外す：右辺に複号が現れる：x+
3
5
= ±

√
19

5
.



例 複素数を表す変数 x に関する方程式 5x2 = 2− 6x を解く．

左辺を x2 の項と x の項とに右辺を定数にする：5x2 +6x = 2 .

左辺の x2 の係数で両辺を割る：x2 +
6
5
x =

2
5
.

左辺の x の係数の
1
2
倍の 2乗を両辺に足す：x2 +2 · 3

5
x+

(

3
5

)2

=
2
5
+

9
25

=
19
25

.

両辺を 2乗の形にする：
(

x+
3
5

)2

=

√

19
25

2

=

(
√
19

5

)2

.

両辺を 2乗を外す：右辺に複号が現れる：x+
3
5
= ±

√
19

5
.

移項する：x = −3
5
±

√
19

5
.

x = −3±
√
19

5
. 終



問3.2.1 複素数を表す変数 x に関する方程式 3x2 = 1− 5x を解け．

　方程式 3x2 = 1− 5x より，

3x2+5x = ,

x2 + x = ,

x2 + x+
( )2

= = ,

(

x+
)2

=

√ 2

=

(
√

)2

,

x+ = ±
√

,

x = . 終



問3.2.1 複素数を表す変数 x に関する方程式 3x2 = 1− 5x を解け．

　方程式 3x2 = 1− 5x より，

3x2+5x = 1 ,

x2 +
5
3
x =

1
3

,

x2 +
5
3
x+

(

5
6

)2

=
1
3
+

25
36

=
37
36

,

(

x+
5
6

)2

=

√

37
36

2

=

(
√
37

6

)2

,

x+
5
6
= ±

√
37

6
,

x = −5±
√
37

6
. 終



例 複素数を表す変数 x に関する方程式
1
2
x2 +17 = 5x を解く．



例 複素数を表す変数 x に関する方程式
1
2
x2 +17 = 5x を解く．

左辺を x2 の項と x の項とに右辺を定数にする：
1
2
x2 − 5x = −17 .



例 複素数を表す変数 x に関する方程式
1
2
x2 +17 = 5x を解く．

左辺を x2 の項と x の項とに右辺を定数にする：
1
2
x2 − 5x = −17 .

左辺の x2 の係数で両辺を割る：x2 − 10x = −34 .



例 複素数を表す変数 x に関する方程式
1
2
x2 +17 = 5x を解く．

左辺を x2 の項と x の項とに右辺を定数にする：
1
2
x2 − 5x = −17 .

左辺の x2 の係数で両辺を割る：x2 − 10x = −34 .

左辺の x の係数の
1
2
倍の 2乗を両辺に足す：x2 − 2 · 5x+52 = −34+25 = −9 .



例 複素数を表す変数 x に関する方程式
1
2
x2 +17 = 5x を解く．

左辺を x2 の項と x の項とに右辺を定数にする：
1
2
x2 − 5x = −17 .

左辺の x2 の係数で両辺を割る：x2 − 10x = −34 .

左辺の x の係数の
1
2
倍の 2乗を両辺に足す：x2 − 2 · 5x+52 = −34+25 = −9 .

両辺を 2乗の形にする：(x− 5)2 =
√
−92 = (3i)2 .



例 複素数を表す変数 x に関する方程式
1
2
x2 +17 = 5x を解く．

左辺を x2 の項と x の項とに右辺を定数にする：
1
2
x2 − 5x = −17 .

左辺の x2 の係数で両辺を割る：x2 − 10x = −34 .

左辺の x の係数の
1
2
倍の 2乗を両辺に足す：x2 − 2 · 5x+52 = −34+25 = −9 .

両辺を 2乗の形にする：(x− 5)2 =
√
−92 = (3i)2 .

両辺を 2乗を外す：右辺に複号が現れる：x− 5 = ±3i .



例 複素数を表す変数 x に関する方程式
1
2
x2 +17 = 5x を解く．

左辺を x2 の項と x の項とに右辺を定数にする：
1
2
x2 − 5x = −17 .

左辺の x2 の係数で両辺を割る：x2 − 10x = −34 .

左辺の x の係数の
1
2
倍の 2乗を両辺に足す：x2 − 2 · 5x+52 = −34+25 = −9 .

両辺を 2乗の形にする：(x− 5)2 =
√
−92 = (3i)2 .

両辺を 2乗を外す：右辺に複号が現れる：x− 5 = ±3i .

移項する：x = 5± 3i . 終



問3.2.2 複素数を表す変数 x に関する方程式 3x2 +
20
3

= 8x を解け．

　方程式 3x2 +
20
3

= 8x より，

3x2 − 8x = ,

x2 − x = ,

x2 − x+
( )2

= = ,

(

x−
)2

=

√ 2

=

( )2

=
( )2

,

x− = ± ,

x = . 終



問3.2.2 複素数を表す変数 x に関する方程式 3x2 +
20
3

= 8x を解け．

　方程式 3x2 +
20
3

= 8x より，

3x2 − 8x = −20
3

,

x2 − 8
3
x = −20

9
,

x2 − 8
3
x+

(

4
3

)2

= −20
9

+
16
9

= −4
9

,

(

x− 4
3

)2

=

√

−4
9

2

=

(
√

4
9
i

)2

=
(

2
3
i

)2

,

x− 4
3
= ±2

3
i ,

x =
4± 2i

3
. 終



例 実数を表す定数 k に対して，実数を表す変数 x に関する方程式

x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = 0 を解く．x の 2 次式 x2 +(3k− 2)x+6k− 8 は k

についてみると高々1 次の式なので，k について整理して因数分解する：



例 実数を表す定数 k に対して，実数を表す変数 x に関する方程式

x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = 0 を解く．x の 2 次式 x2 +(3k− 2)x+6k− 8 は k

についてみると高々1 次の式なので，k について整理して因数分解する：

x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = (3x+6)k+x2 − 2x− 8

= 3(x+2)k+(x+2)(x− 4) = (x+2)(3k+x− 4)

= (x+2)(x+3k− 4) .



例 実数を表す定数 k に対して，実数を表す変数 x に関する方程式

x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = 0 を解く．x の 2 次式 x2 +(3k− 2)x+6k− 8 は k

についてみると高々1 次の式なので，k について整理して因数分解する：

x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = (3x+6)k+x2 − 2x− 8

= 3(x+2)k+(x+2)(x− 4) = (x+2)(3k+x− 4)

= (x+2)(x+3k− 4) .

定理 1.1.1“任意の数 a, b とについて， ab = 0 ⇐⇒ a = 0 または b = 0 ．”

により，

x2+(3k− 2)x+6k− 8 = 0 ⇐⇒ (x+2)(x+3k− 4) = 0

⇐⇒ x+2 = 0 または x+3k− 4 = 0

⇐⇒ x = −2 または x = −3k+4 .



例 実数を表す定数 k に対して，実数を表す変数 x に関する方程式

x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = 0 を解く．x の 2 次式 x2 +(3k− 2)x+6k− 8 は k

についてみると高々1 次の式なので，k について整理して因数分解する：

x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = (3x+6)k+x2 − 2x− 8

= 3(x+2)k+(x+2)(x− 4) = (x+2)(3k+x− 4)

= (x+2)(x+3k− 4) .

定理 1.1.1“任意の数 a, b とについて， ab = 0 ⇐⇒ a = 0 または b = 0 ．”

により，

x2+(3k− 2)x+6k− 8 = 0 ⇐⇒ (x+2)(x+3k− 4) = 0

⇐⇒ x+2 = 0 または x+3k− 4 = 0

⇐⇒ x = −2 または x = −3k+4 .

x に関する方程式 x2 +(3k− 2)x+6k− 8 = 0 の解は −2 と −3k+4 とであ

る． 終



問3.2.3 実数を表す定数 a に対して，実数を表す変数 x に関する方程式

2x2 = (4a+1)x− 6a+3 を解け．

　方程式 2x2 = (4a+1)x− 6a+3 を整理すると x2− ( )x+ = 0 ．

この等式の左辺を a について整理して因数分解する：

x2 − ( )x+ = ( )a+

= ( )a+( )( )

= ( )( ) .

従って，方程式 2x2 − (4a+1)x+6a− 3 = 0 より， ( )( ) = 0 ，

= 0 または = 0 ，故に x = または x = ．



問3.2.3 実数を表す定数 a に対して，実数を表す変数 x に関する方程式

2x2 = (4a+1)x− 6a+3 を解け．

　方程式 2x2 = (4a+1)x− 6a+3 を整理すると 2x2− (4a+1)x+6a− 3 = 0 ．

この等式の左辺を a について整理して因数分解する：

2x2 − (4a+1)x+6a− 3 = (−4x+6)a+2x2 −x− 3

= −2(2x− 3)a+(x+1)(2x− 3)

= (2x− 3)(x− 2a+1) .

従って，方程式 2x2 − (4a+1)x+6a− 3 = 0 より， (2x− 3)(x− 2a+1) = 0 ，

2x− 3 = 0 または x− 2a+1 = 0 ，故に x =
3
2
または x = 2a− 1 ． 終



例 3 と −2 とを解とする x に関する 2 次方程式を一つ求める．x に関す

る方程式の解が 3 と −2 とであることは，方程式を解いた結果が“ x = 3

または x = −2 ”となることである．定理 1.1.1“任意の数 a, b とについて，

a = 0 または b = 0 ⇐⇒ ab = 0 ．”により



例 3 と −2 とを解とする x に関する 2 次方程式を一つ求める．x に関す

る方程式の解が 3 と −2 とであることは，方程式を解いた結果が“ x = 3

または x = −2 ”となることである．定理 1.1.1“任意の数 a, b とについて，

a = 0 または b = 0 ⇐⇒ ab = 0 ．”により



例 3 と −2 とを解とする x に関する 2 次方程式を一つ求める．x に関す

る方程式の解が 3 と −2 とであることは，方程式を解いた結果が“ x = 3

または x = −2 ”となることである．定理 1.1.1“任意の数 a, b とについて，

a = 0 または b = 0 ⇐⇒ ab = 0 ．”により

x = 3 または x = −2 ⇐⇒ x− 3 = 0 または x+2 = 0

⇐⇒ (x− 3)(x+2) = 0

⇐⇒ x2 −x− 6 = 0 .



例 3 と −2 とを解とする x に関する 2 次方程式を一つ求める．x に関す

る方程式の解が 3 と −2 とであることは，方程式を解いた結果が“ x = 3

または x = −2 ”となることである．定理 1.1.1“任意の数 a, b とについて，

a = 0 または b = 0 ⇐⇒ ab = 0 ．”により

x = 3 または x = −2 ⇐⇒ x− 3 = 0 または x+2 = 0

⇐⇒ (x− 3)(x+2) = 0

⇐⇒ x2 −x− 6 = 0 .

3 と −2 とを解とする x に関する 2 次方程式の一つは x2 −x− 6 = 0 であ

る． 終



問3.2.4 3+
√
5 と 3−

√
5 とを解とする x に関する 2 次方程式を一つ求め

よ．右辺は 0 にして，左辺は降冪の順に整理された x の 2 次式にせよ．

　 x に関する方程式の解が 3+
√
5 と 3−

√
5 とであるとは，方程式を解い

た結果が“ = または = ”となることである．

= または =

⇐⇒ = 0 または = 0

⇐⇒
( )( )

= 0

⇐⇒ = 0 .

3+
√
5 と 3−

√
5 とを解とする x に関する 2 次方程式の一つは

= 0 である．



問3.2.4 3+
√
5 と 3−

√
5 とを解とする x に関する 2 次方程式を一つ求め

よ．右辺は 0 にして，左辺は降冪の順に整理された x の 2 次式にせよ．

　 x に関する方程式の解が 3+
√
5 と 3−

√
5 とであるとは，方程式を解い

た結果が“ x = 3+
√
5 または x = 3−

√
5 ”となることである．

x = 3+
√
5 または x = 3−

√
5

⇐⇒ x− 3−
√
5 = 0 または x− 3+

√
5 = 0

⇐⇒
(

x− 3−
√
5
)(

x− 3+
√
5
)

= 0

⇐⇒ x2− 6x+4 = 0 .

3+
√
5 と 3−

√
5 とを解とする x に関する 2 次方程式の一つは

x2 − 6x+4 = 0 である． 終


